
色留学生と語り合う N0.60

原Xニュ－Z（2o15年夏号）
ＮＰＯ法人　留学生と語り合う会（RKK）Relationship andKindness are theKings of Peace

　　　　第６回ＲＫＫ通常総会開催

　本年５月６日（水）、かながわ県民センターにおい

て、通常総会が開催されました。新年度の事業計画で

は、RKK活動の基本である三つの絆（留学生と会員の

絆、会員同士の紳、留学生同士の絆）の強化に努め、

RKKの特徴である1:1の交流をペースとＬた多彩なプ

ログラムを推進していくことが承認されました。

1）会員一個学生のリクルート

　・前年度の日本人会員および登録留学生人数の

　上積みを目指します。

一種４の機会を捉えて、会員それぞれが大学への

　RKKのPRに努めます。

2）留学生ニーズヘの対応

・「就活情報支援委員会」を発足します。

一本委員会では就活相談を受けた会員に情報提供など

　　を行う活動に取り組みます。

3）文化交流活動の推進

・従来の「ファミリー交流グループ」を文化交流活動

　の更なる推進のため、「文化・ファミリー交流グル

　ープ」と名称を変更します。

4）RKKフェスティバルの開催

・日本語スピーチ大会およびRKK文化祭を同日、

　同一会場で團催し、「RKKフェスティバル」とＬて

　盛り上げを図ります。
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The61hAnnuaI Genera1 51eeting Report

　The AnnuaI GeneraI Meeting was held at Kanaga砥´a

Kennlin Center on Wednesday､ May 6､ 2015、andthe

activi↑yplans for thisyear was approvcd. Underthc

plans、we willtry to strengthen RKK's 毎ndamental

thfee bonds; among members､ between members and

intemational students､ and among intemational students.

Nve win also promote the lbllowing programs based on

也e one-to-one relationship which is characteristicof

RKK

1)Recrujting members and intemational students

　・砥乙eaimtoincreasethenumberofmembersand

studcnts morc than thc previous ycar.

　・Each member triesto take every opportunity to

promote RKK to universities、

2)Mcetjngnccdsofstudents

　'Wewillestablishthecommitteeforsupportingjob-

huntinginirmation.

　'The committce provides information to membcrs who

　are consulted aboutjob hunting･

3)Promoting the culturalexchange activities

　‘Toflrther promote the cultural exchange activities、

　the Family Exchanges Group will berenamedthe

　Culttぼe and Family Exchanges Group･

4)Holding the RKX Festival

　‘TheJapancsc speech contest and RKK cultural

fbstivalwill be held at the same place on the same day as

theRKKFestivaltomakemoreexcited｡

　　　　　　　　(Translated by ΛzusaSugita)

　お　知　ら　せ

篤20回日本語の教え方講習会

実施日:2015年10月～12月（全５回）

会場:かながわ県民センター

講師:河島ゆりか先生

受講料:5,000円（会員4,500円）

ＲＫＫフェス予　バルRKK Fastival

日時:11月23日（休日）9:30～16:30

場所:県民センター301号室

午前の部:日本語スピーチ大会

　午後の部:文化祭



　　　　　こうえんかい　　こんわかい
ＲＫＫ講演会と懇話会ぷり

　　　　　　　　　　　　　　　ち●弓ご4じんり●弓が4せい　きいLんににょ弓　がくゆうかい　　　　　　きたい
　　　　　　　　　　　　　　　中国人留学生の最新事情と学友会からRKKへの期待

　５月６日（水）RKKの総会終了後、「留学生事情とRKKへの期待」というテーマでRKK主催の講演会と懇話会が

開催されました。会場は総会と同様、R301号室。講演者は「櫓蛋地区中国留学生学友会」の副会長、喬毅さんと、

同学友会幹事の叢玉傑さん。学友会には、横国大、神奈¦¦¦大、横浜商大、関東学院の中国人留学生約300名が

所属Ｌています。講演概要は以下の通りです。
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　　　　　　　１　　　　　－　一　　　　留学生の日本語能力差は大きく、悩みも多様。たとえぱ横国大に

　　　　　　レ　　　　　　　　　　は約500人の中国人大学院生が在籍するが、他言語で入学できるた
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　　　　　　　　　　　　ｰ=、-　　　アルバイト　面談で苦労している。日本語上級者では、学術用語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の理解やビジネスマナーが課題で、専門知識をもった日本人との

会話を求めている。

（2）学友会が屋開する学習支援事業の課題

　横浜市には約３万人の中国人が居住しているが。彼らの子弟（中学生）の中には言葉の皺から授業について

　　　　たいが４　ｓｌ・自　　　　　　　ｖａｌｌｉｔ・●「　¦盧liん　こi‘咆いけず、退学するケースもある、学友・は学生ボランティアを派遣して子供たちに中国語で学習支援を行っている

が、学生には荷が重すぎる問題〔学習意欲の高め方など〕があり、ボランティア学生を確保するのが錐Ｌい。ボラ

ンティア学生白身を何らかの形でサポートする体制が必要になっている。

（3）学友会がRKKに期待すること

　と5めん　　　　　　　　　　ふC●うぷん　当面の期待として、日本語能力が不十分な留学生のために、生活体

　　　ｈａｓ●ｌｔｌｙ　　　ぶんかたL･けんSよISこうlj●1かい　　　りう験（ホームステイなど）や文化体験（鮫子交流会など）を通じて、日

本語を学び、日本文化にも勉れる機会を作れないか。また将来的には、

学習支援を行うボランティア学生の相談を受ける態勢づくりをRKKに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●んLん　ｓロロ・・｜お願いL、「RKKのサポートがあるから安心」をアピールして、学習支

援ボランティアの魅力を高めたい。

　講演終了後のQ＆Aでは、「中国人留学生の来日目的」や「日本で

　　　　　　　　　　　　L・ぎ励こなの就職活動」について質疑が行われ、喬さんより「来日目的は留学生

毎に異なるが、日本で就職するのは一部。学友会では300人のうち50人は日本で就職するが、250人は帰国す

る」「就職活動には企業分析と自己分析が必要だが、RKKには自己分析を手伝ってほしい」との回答がありました。

６つのテーブルに分かれたグループヂィスカッションでは、主に２つの問題が議論され、学習支援活動については

教職経験のある会員より支援に前向きな発言があり、就職支援に閥しては各チューターのノウハウをRKKとして

蓄積できないかなどの意見が聞かれました。（服部局記）
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私どもRKKより深水理事長、古谷さんと私の３人が出席いたＬました。

多くの留学生が参加しておりました。

　さいLよ　にも１ｌｉｏｉ’ｌａｌｕｌ　　　　Ｌふうか1･
　最初に地元ライオンズクラブの皆さんが紹介され、引き綾いて私ども

も紹介されました。出席者の内にはRKK会員の留学生も含まれていて私

どもを見て挨摺に来てくれまして、久Ｌぷりの学生もいて元気そうで懐

かしく話が盛り上がりました。（南区布津記）
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　「ウェル洋光台」では今２４名の日本人とドイツ人、オーストラリフ人

とアメリカ人各一名ずつ一輪で暮らして来た。多国籍の手つくり料理を

食べることができ、休日前の夜はラウンジで皆と深夜まで語り合った
s＾､11｀'ε･lc芒、MI､II:??7･｡'゛‘｀“'゛‘゜門y¶?‘?　。心で1

り、笑ったりする。ハローウィンにはー緒にかぽちやのランタンを作っ・。　　　　　｜

たり、新年には一緒にもちつきしたりすることで、シヱアハウス生活を

!､a　　　　さんがい一t　　　ごＬつ　●ょうよlぷぷん楽Ｌんできた。三階建で２４の個室、共用部分はラウンジ。

ｋｉｉｃｉａｉ　ｔｏｉｌａｔ　ｓｈａｌａｒＬつiit･かつよlひゐそa　　　　れ1･き£
キッチン、トイしとシャワー窒。生活用品は揃っていて、礼金と

Lききん　　　　　1･　てん　　　　　　　　す　　　　劇亀
敷金がいらないと言う点で、留学生にとっても住みやすいと思う。日本
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結婚祝いに集まりた人たち

語を岐習するチャンスが出来るのはもちろん、日本人と一緒に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すＬ　オ　　かぎ暮らしているうちに、日本人と言ってもみんな寿司が好きとは限

らない、真面目な人ぱかりではない、と言うことを理解できるよ

　　　　　　　こ4萱き　　Dと¦まふだん　　　　　　　　　こｔいうになった。国籍だけで人を判断することではなく、人の個性を

そゐちよl　・よｌ　か４かんみ1　　　つ　あ　　　免い唾り　かん尊重し、多様な価値観を認めながら付き合うことが大切だと感

　　　　　　　あ　まl　　　　　　　　　　　　　C､自いじた。これは当たり前だと思われるかもしれないが、私は実際に

日本人と一緒に暮らしてから初めてこの姿勢が大事だと思った。

このユニークな経験は今後の留学生活や就職活動に役に立つと

信じている。 (原文のまま)



　に　ほ　ん　　　だいす日本が大好き

　　　　　　　　　　　　　　　　　Noza Bakhromova （Uzbekistan）東京学芸大学

　私はウズベキスタンから来たシャフノーザと申します。2009年夫が日本の大学に勉強し

に来たとき、私も一緒に初めて日本に来ました。でも、そのとき日本語が全然分からなくて

iLla･りｰt14ん　　　　あ11だ　　　¦まLやま娃ん昔いLょうかい　　　　　　　　　な&¦盧巴生活が大変でした。その間、RKKが福山先生を紹介してくれ、先生に日本語を習い始めまし

た。言葉が通じるようになるまで、よく市役所から頂いた書類を通訳してくれたり、いつも

アドバイスしてくれたり、色４な所ヘー緒に行･ｺてくれたりして、とても勤かりました。い

つも日本人の優しさを感じて、私も日本語を頑張りました。日本語がちょっと分かるようになって、よくRKKの

色々な見学に参加し始めました。毎日がいい勉強になり、日本人の生活、文化、性格をちょっとずつ習いながら生

活し、自分の生活が楽しくなりました。そんなとき、夫が大学を卒業して一緒に国へ帰りました。国へ帰･ｺても、

日本人の優しさと丁寧さが全然忘れられなくて、いつも「また日本に行って色４やりたいなあ」との気持ちでした。

そこでよく考えて、今度私が日本で勉強することにし、帰国して２年後、私が日本へ勉強Ｌに来ました。日本の

大学（東京学芸大学教員研修プログラム）で勉強していることは、私の大きな夢が叶えられたことです。それ

は日本人のお陰で叶えられたのです。今、日本語が出来るのでよく友達が出来、楽Ｌい生活をしています。いつも

心から日本語の先生達、RKKの方々、こんなに優しい日本人に心から感謝しています。（原文のまま）
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留学生の皆さんへ/For lnternational Students
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　　RKKは下記の日本語指導（Japanese Langu窟e Tutorlng）を行っています。

　　　　ボランティアの日本語個人指導を受けてみませんか！

一日常会話（Dsily Calvers･lio･）　・ビジネス会話（Busiuss Converution）

・卒論、レポートの文書指導（Writinl japanese Thesis ＆Report）

・新聞／書籍等の読解（ReadhlgNewsplper＆Books）

　　　¦僅か　こ1じ1引tんが（　L●かL9､い¦曹ん　　aj●うが（僣い　こllJ●l・isntなgかいさい・その他に、工場見学／社会体験　・留学生との交流ィペント等を開催Ｌています。

　詳しくは、HomePage（Websile）［RKK NPO］匯湘を参照してください。
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　　　　　　　　　　～ハーモニーが留学生とチューター間のきずなを深化～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央地区服部周平

　釣木次男さん(中国語学習G。本年度から文化・ファミリー交流Ｇを兼任)が呼ぴかけ人となって実施される

RKKのクラシック鑑賞会。知らぬ間に出来もやった子供みたいなイベントと冗談を飛ばされながらも、熱心な

測ん1'(畠1･こうかきき　　　まいかLI自んかL●　　　Lをまわ音楽愛好家に支えられ、毎回参加者が10人を下回ることはありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-４－
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案内されるコンサートは、県立音楽堂などで開かれる、入場料1000円のアマチュア・オケの演奏が中心。だ

　　　　　ｔｉｌｐ●ｉｌ　１･｡ぱくで・（
Ｌたり、ティン八二－が一拍出遅れたり、

弦楽器群が瀾った音を出すことは珍しくありません〔オッと

失言！〕が、心の広いRKKの聴衆は小さなことに目くじらを立て

　　　　　　　　　ちょ1L　　　　　　　しようかん　　　１●ｌａｄりません。オケの調子がすこぶるよいと、情感あふれるメロディーや

ここも　わおん　ｈｌｌｌなLI Uびわi･Lゆ･かん　　　　tl､LSi･4･　畠
心地よい和音がホール内に響き渡る瞬間があり、その一瞬に巡り合

うだけで「音楽ってやっぱりいいなあ～！」と感動し、満足してしま

うのです。

　こんL･んひら　　　　　　　　　aい　あ　　　iんもく　今春開かれた名曲コンサートを例に挙げると、演目はドヴォルザ

　　　　a●¦la僣ょiそ弓嗇1くークのチェロ協奏曲（通称ドボコン）とチャイコフスキーの

こ5●ょら●ょく　　　　　lzん●●ょく　　　かいによ弓　　　まん1･んにょiたい交響曲５番。いずれも人気曲のため、会場はかなり満員状態。

RKKから「ま留学生やチューターなど11名が参加。クラシックは初心者

　　　　ち咄弓ご4Cんという中国人留学生たち、モーツアルトやドヴォルザークが大好き

な女性チューター、Ξ度の飯よりクラシックが好きな音楽狂や世界の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̃ん瓦き髪んさliん4つオペラを聴き巡った男性チューターなど11名の音楽遍歴は千差万別

　　　　　　　　　　　ｌｌｐ●「ｔ　　　　　　赴£Sうですが、初心者からぺ予ランまで全員が名曲を堪能しました。錐でも

包み込む懐の深さがクラシック音楽の魅力です。

１

　コンサート終了後、反省会と称する居酒屋での飲み会は音楽談義で盛り上がり、やがて話題は国際交流の楽し

さに。「人生のほとんどの喜びは（西洋）音楽から得ている」と言ったのはかのアインシュタインですが、喜ぴ

だけでなく、国際交流を深める上でも西洋音楽が大きな効果を発揮することを改めて実感した一日でした。

　　　　　　磨6馨唐鋤rZ∂j5ﾉ5かjSZ∂j5ﾉ7疹Zy.

匯頚E蕪E顛面

　◇5/6サポートセンターにて、午前は理事会、午後は箇６回通常総会が闇かれ、2015年度の事業計画など

　　が承認された。引き続き開催された「講演＆懇話会」には「留学生事情とRKKへの期待」をテーマ

　　として、総勢35人の参加のもと、情報の交換と共有化が行われた。

区TIT万FgFT7T双

　◇6/28午後、サポートセンターR302にて25人のスタッフの参加のもと、2015年度第１回スタッフミーティ

　　ングが行われ、本年度のスタッフ体制、役員体制および日本語指導マッチング体制を確認した。その後

　　恒例の活動グループ、地区交流会、委員会それぞれから、本年度年間計画を主体にC&C（報告・連絡そして

　　相談）が実施された。

一面三回

　◇日本語指導Ｇ：スタッフ８人体制となり、講習会、スピーチ大会など年間イベントを企田中。

　◇文化・ファミリー交流G:文化交流を展開。ﾌﾉ4の湘南ひらつか七夕まつりには37人が参加。

　◇中国語学習Ｇ：６月から新たな期に入り、11人のメンバーが受講。

　◇社会一工場見学G:8/4の富士通・ショーエイ見学を企画中。



匝軽軽

　◇東地区：東工大学生麦にてリクルート展開。7/12に地区交流会を実施。

　◇西地区:4/19の交流会に績き、次回は8/2に予定。

　◇南地区:5/15植国大留学生会館でのスプリングパーティに参加。6/7に地区交流会を実施。

　◇北地区:7/18に11人の参加のもと地区交流会を実施。

　◇中央地区:7/12に地区交流会を実施。11人参加。

　◇湘南地区：湘南台の多摩大学にて留学生リクルートを実施。次回交流会は9/8に予定。

圖頚

　◇会員委員会:6/28マッチング検討会を実施。日本語指導マッチング体制の確認および説明文の更新。

　◇広報委員会:RKKニュース60号の編集。ホームページは適時更新。

　◇就活情報支援委員会：本年度から発足。6/30に委員会を開催し運営骨子を確認。

　◇企画委員会：夢ファンド、害附、賛助会員入会の推進。助成事業の企画。

　◇会計委員会：収支決算・事業計画予算作成。

　◇事務室：事集計画一議案書作成・総会開催。NPO事業報告書の作成と提出。

RKKホームページを訥訪ねください

　ホームページは随時更新Ｌており、「会員のひろぱ」も開設致しました。

　　「会員のひろぱ」を通じて留学生に対する支援、交流体験の他、コンサート、映画、絵画な

　ど趣味の情報交換にも利用できます。

　掲載希望の会員はメッセージをRKK広報委員会スタッフにお知らせください。

　投稿先アドレス:saita15261ybb.ne.Jp

　掲載ホームページhttp//homapage3.nifty.com/rkk/

広報委員会では皆様からの広場への寄稿をお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員会



　　　　　　　　　就活情報支援●長者が発足し侈した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　就活情報支援委員会スタッフ岩淵帽男

　留学生との語り合いの中で、就職活動に関する話題が次第に多くなってきています。この傾向は数年

前より意識されるようになり、事業計画として達年取り上げられてきまＬた。今年は就活時期の大幅な

変更がなされ、留学生だけでなく会員の不安も今まで以上に大きくなっています。このような背景から

去る5月6日に行われた第6回通常総会において就活情報支援委員会の発足が承認され、活動をスタートＬ

まＬた。

　この委員会は主にチューターとして活躍されている会員を対象として活動します。従って、留学生に

直楼というよりも、主に会員を通して、留学生の就活をサポートする活動を行います。具体的には会員

への就活情報の提供、会員からの相談応答と意見交換、及ぴ必要に応じて外部の就活支援団体と脇力し

た就活支援も進めたいと考えています。

　就職をまだ意識していない時期（例:B2、MI）から、就活途上（例；B3、M2）、内定段階、入社日ま

での全ての時期に対応できるような‘I語り合いの情報’Iを提供してゆきます。会員からの相談にはいつ

でも対応できるように活動する予定です※。

　肘喪舌心

　　正゛のみかさまへ：よろしくお　いしま　！

入会正会員：山本友紀枝（鶴見区）

助会員のみなさまへ：ご支　ありがとうございます。

賛助会員：眉亜萍（敬称略）

仮う



　そうだい　　　　　　　　　　た9ぱた參つ　壮大なLoye Sforv ～七夕祭り～

　　　　　　　　　翼蔽な函ぬいとぷれ＆いを策めて

妬レ７７ｎ一妥盲グループと包省を観むIﾆｕ、采翁1耘む岫血ふ頌晶よ回とも笑い貼秘を持つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｢盲笛草遥tタまつりＪｔＵだ。義歯。さなｶヽ。７月4Eｮ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土)螢寧笙11笞、14ｽ26名飲齢磁り、草遥采換

かりど5　　　　あり　　　　　啼かた　¦ま9ぴ　自・ｉ活動センターに集まり、留学生は浴衣や法被、作務衣などに

幽が　　　　ＣこLょうi･いf!んぎ4　か　　にぷんねか
着替えたあと、自己紹介と短冊に書いた自分の願い事を紹介

　　　　　　　　　　　　　　　さ41ヽ　t4　胎　　　　ちlうご4しました。今年は留学生の参加がやや少な目でしたが、中国

をはじめ、ブラジル、ベトナム、モロッコ、バングラディシ

ュ、スロヴァキアとさまざまな国４にわたり、ややたどたど

　　　にllんご　支いご　　　しつ1Jllちょろ　こ(さいLaく啼を
しい日本語も英語となると実に流暢で、国際色普かでした。

七夕のいわれを共に学び、七夕の歌を歌った後、平塚ハ幡神社に向かいました。幸いにも雨は小降りになり、留

学生の皆様は、神社での伝統的な茅の輸くぐりも七夕飾り

で埋めつくされた商店街のそぞろ参きも、実に日本の

でん1i　　　lfを　　l=島　　　　　かぎ　　　1き伝統の浴衣と下駄がお似合いでした。七夕飾りはその時の

話題や世相を取り入れた力作ばかりで見応えがありました。

市民活動センターに戻った後の感想では、地域の方４、

学校や会社関係の方々などさまざまな方々が製作にかかわ

っている事に感動したということやこの行事を通し、

一期一会（一つの出会いを大切にしよう）に感謝したいと

いうことが留学生から話されました。地元の人の話では

この七夕祭りは３日間で終了し、その後すぐに解体され、また１年後に

れこそ壮大なロマンです。その熱意に感動と感謝の心でいっぱいになりました。

ＮＰＯほうじん

NPO法人

りゆうがくせい　かた　あ　かい

留学生と語り合う会

(松井記)

違　絡　先:〒245－0008横浜市泉区弥生台9-1-12-407萩原

あ つ し

敦

　　　Ｅ　メ　ール:rkk1025office＠vahoo.co.iDTel＆fax 045･813-8327

　　　ホームページ:htl｡y/homex,age3.niftv.co�rkk/

Frjendship Associalion for lntcrnalionalSludents Bnd japanese voluntcers
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